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	回答日
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	担当課
	人口拡大課

	意見等の内容
	　私は、市議会議員の議会報告を見てはじめて市の行う新卒者就労奨励金制度のことを知った。実際にこの制度のことを知らない人は多数おられると思う。市は申し出があってから対応するのではなく、近隣市町の高校や市内企業、対象家庭への文書配布などしっかりとした制度周知をすべきではないか。
　本制度を魅力ある制度とし、県外、市外から若者を益田へ呼び込み、人口拡大へつなげてほしい。

	回答の内容
	　平成27年度より開始した新卒者就労奨励金事業は、平成29年度に一部内容を改め、平成31年までの3年間の事業として実施しています。この事業は、市内で育ち、高校卒業後、または大学等を卒業後に市内で就職された方々に、益田市での新生活の一助として奨励金を交付するもので、事業開始以降、143名の方に交付決定を行いました。
　本事業の広報・周知については、市ホームページやFacebook、お知らせ放送告知端末を通じて行うほか、益田商工会議所や益田鹿足雇用推進協議会の加盟企業やＵＩターン者サポート宣言企業など、市内企業へのチラシ配布等により対応していますが、ご指摘のとおり、その方法が十分でないのも事実であります。その意味では、お手紙にありました市内高校への案内等は有効な方法の一つでありますので、担当課に対しては、この点を含め、さらなる制度の周知徹底に取組むよう指示したところです。
市としましても、市内で若者がいきいきと生活できるよう、魅力ある市政運営を心掛けております。今後ますます、定住対策に取り組み、人口拡大につなげていきたいと考えています。
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